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1．緒言 

近年 200 Kを超える超伝導転移温度 (Tc) が超

高圧下 (150 GPa) の H2S で報告され
(1)，より高い

圧力下での高 Tc 超伝導体の発見が期待されてい

る。このような高圧下で電気抵抗から Tc を評価

するには，Diamond Anvil Cell (DAC) に 4端子電

極を挿入する必要がある。しかしながら超高圧を

発生するためのダイヤモンド先端の直径は 100 

μm 程度と小さく、電極の挿入は極めて困難であ

る。更に高圧下では電極の変形が生じ、断線や短

絡の危険が付きまとう。 

そこで我々は DACの圧力発生面に“変形しな

い電極”として導電性の高いホウ素ドープダイヤ

モンド(2) を微細加工した。導電性ダイヤモンドは

硬く圧力下でも変形せず，圧力発生面に試料を載

せるだけで高圧下 Tc測定を行うことができる。 
 

2．実験方法 

電子線リソグラフィを用いて DACの圧力発生

面にダイヤモンド電極を微細加工した。基板には

多結晶であり劈開し難いヒメダイヤ(3)を用いた。

この DAC を冷凍機に入れて Pb の圧力下 Tc測定

を行った。発生圧力はルビー蛍光法(4) で決定した。 

3．結果と検討 

 図 1に開発した DACの構成図と電極先端の光

学写真を示す。導電性ダイヤモンド電極に Pb を

載せ，上側ダイヤモンドで締め付けて Pb が構造

相転移する 14 GPaまで加圧しながら Tcを測定し

た。その結果，明瞭な超伝導転移と Tc が減少す

る圧力効果の観測に成功した (図 2)。Tcの減少係

数は 0.32 と求まり，文献値の 0.33
(5) と良く一致

した。開発した DACでは 30 GPaまでの加圧を達

成し、大気圧と往復しても電極は変形しなかった。

この電極の機械的強さを利用して、試料の交換だ

けで次の高圧測定が可能であることを実証した。 

 以上の結果から，開発した DACを用いれば特

別な技術を必要とせず物質の圧力効果を効率良

く測定できることが分かった。今後は様々な物質

の圧力効果を測定すると共に，より高い圧力への

到達を目指した装置の改良を行う。 
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図 1 開発した DAC の構成と電極先端の光学写真      図 2 Tcの圧力依存性 (Pb) 
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